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1  は  じ め  に

肥効調節型肥料を用いたキヤベツの全量基肥施肥 (全

層施肥)技術については,すでに普及しているが,根圏

以外の土壊にも肥料が分布するため減肥できるほど施肥

効率が高くない。根の近傍に施肥する局所施肥は,高い

施肥効率が期待できるため,水稲では側条施肥法として

普及している。

現在 ,こ の技術を露地野菜に応用した畦立て同時局

所施肥機が開発されており,キャベツ栽培において肥効

調節型肥料を全量基肥として畦内施肥する方法について

検討したので報告する。

2試 験 方 法

2001年に行つた試験 1及び2002年に行つた試験 2の試

験区の構成及び栽培管理概要を表 1に示す。また、供試

肥料は表 2に示すとおりで、 トラクタ装着K社製畦立て

同時畦内施肥機 (写真 1)に より畦中央直下7cmに条施

用した (図 1)。

3 試験結果及び考察

(1)試験 1においては,圃場の地力が低い等の影響で ,

キャベツの生育が緩慢になり,全般に小玉傾向であつた

(表 3)。

(2)緩効性窒素(LP40)が 30%配合されたキャベツ専用肥

料による畦内施肥では,慣行区と窒素施肥量が同量の「キ

ャベツ専用」区と,慣行区より30%窒素減肥 した「キャ

ベツ専用30%減」区を設けた。いずれの区も,有意では

ないが慣行区より生育がやや劣る傾向がみられた。調製

重の慣行対比はそれぞれ90,89で差がみられなかった(表

3)。

(3)試験 2におけるキャベツ専用肥料による畦内施肥で

は,減肥の有無に関わらず慣行より収量がやや劣つた(表

4)。

(4)また,働 性窒素(LP30)が 5割配合された試作肥料

による畦内施肥では,慣行区と同量の■ ll巴窒素量である

「試作肥料」区は慣行区並みの生育が得られた。また ,

慣行区より20%窒素減肥した「試作肥料20%減」区は同

日調査では生育がやや劣つたが,2日後 (「試作肥料20%

減②」区)には慣行区並みの生育が得られた (表 4)。
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図 1 畦内施肥の概念図
写真 1 畦内施肥機

表 3 試験 1に お ける 量調査結果

全重  外葉数

試験区名 葉長  葉幅

(g)    (本た)   (cm)    (cm)

傷肇    イテ        1.612     8 4    38 4    36 3      917 a     825    16 1    13 8

__(Cyn_____(14t,___90,■ _(■ .D__【_■_5)__【211)____21.の __K_ヱ =0)__(1■ _1)

キャヘ
・ツ民早メ]       1 504     9 3    35 9    35 6      829 a     724    14 9    13 4

(CV%)       (16 6)   (18 0)  ( 8 1)  ( 9 7)   (23 6)    (25 2)  (10 6)  (11 7)

キャヘ`ツ専用30%減  1.486  93  343  340   820a  723  146  128
(CV%)       (16 1)   (17 3)  ( 5 5)  ( 8 3)   (24 9)    (25 3)  ( 9 4)  (11 1)

注 1)表中のアルファベット同一文字はチューキー多重検定(1%)で有意差がないことを示す

表 4 試験 2における収量調査結果

全重  外葉数 最大葉

(g)     (cm)   (cm)

試験区名 葉長  葉幅

(g)    (1文 )   (cln)    (cm)

調製重

(g) (cm)   (cm)

な計    4テ             2.091     9 4    36 4    35 1    1,320 bo   17 7    14 2

___(Cyy)_______K‐■‐9)__Kll、 7)__(_■ _Q)__(_■ ■)__(_F,■ )___【 _■_22__(_■ ■)_

キャヘ・ツ専用 1.990     9 8    36 9    36 2    1,220 ab   17 4    13 9

(CV%)          ( 9 4)   (13 9)  ( 4 5)  ( 7 0)   ( 8 8)    ( 4 0)  ( 5 8)

キャヘ・ツ兵享′目20%湧支      1,880     9 0    35 0    33 4    1.201 a    17 7    14 2

___(Cyp2_______【 ユ■・2)___K13o2__【 _■_8)__(_■ ヱΣ___(1■ βΣ___【_ユ_0)__(_■ ■)_

試作肥料 2.110     8 7    38 3    37 1    1,375 o    17 9    14 4

___CCVD_______(lan___(1■ ■)__(_`="__(■ .ω___■ _9、の___(_3=n__K_5=■ _

試作肥料20%減    1,951  87  369  347  1,252 ab 17 5  13 8
(CV%) ( 9 1)   (19 4)  ( 4 5)  ( 5 2)   (10 4)    ( 4 0)  ( 5 5)

言t′F月巴オ斗20%減 ()     2.094     9 4    36 5    34 7    1.400 o    18 9    15 4

(CV%) (60)(107)(40)(48)(78)(34)(56)
注 1)表中のアルファベット同一文字はチューキー多重検定(1%)で有意差がないことを示す

4 ま と め

キャベツ栽培において肥効調節型肥料を畦内施肥する

場合,緩効性窒素の割合を50%程度にすることにより,

施肥窒素量を約20%減肥 しても慣行 と同等の収量が得ら

れると考えられた。なお,今後キャベツの作型,肥料の

種類,施肥深,土壌条件等について検討を加え,

な畦内施肥技術を明らかにする必要がある。
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